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『
よ
し
あ
し
草
』
・
『
関
西
文
学
』
と
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月

三
日
に
難
波
の
翁
亭
で
第
一
回
の
会
合
を
も
っ
た
浪
華
青
年
文
学
会
（
後
、
関

西
青
年
文
学
会
）
の
機
関
誌
と
し
て
、
『
よ
し
あ
し
草
』
は
、
明
治
三
十
年
七

月
十
八
日
に
第
一
巻
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
六

月
十
五
日
第
二
十
六
号
で
終
刊
し
、
『
関
西
文
学
』
第
一
号
は
、
明
治
三
十
三

年
八
月
十
日
に
発
刊
さ
れ
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
第
六
巻
を
も
っ

て
廃
刊
に
な
っ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。

　
浪
華
青
年
文
学
会
と
は
、
少
年
園
（
後
ち
に
内
外
出
版
協
会
と
改
称
）
発
行

の
『
少
年
文
庫
』
（
明
治
二
十
二
年
、
一
八
八
九
発
刊
）
や
、
こ
れ
を
改
め
た

『
文
庫
』
（
明
治
二
十
八
年
一
八
九
五
－
明
治
四
十
三
年
一
九
一
〇
）
、
『
青
年

文
』
（
明
治
二
十
八
年
一
八
九
五
；
明
治
三
十
年
一
八
九
七
）
、
博
文
館
発
行
の

『
少
年
文
集
』
（
明
治
二
十
八
年
一
八
九
五
－
明
治
三
十
一
年
一
八
九
八
）
と
い

っ
た
投
書
雑
誌
の
投
書
家
の
青
年
達
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
会
で
あ
っ
た
。

　
浪
華
青
年
文
学
会
の
中
心
的
人
物
は
、
春
雨
中
村
吉
蔵
、
梅
渓
高
須
芳
次
郎

で
あ
っ
た
が
、
梅
渓
が
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
上
京
し
た
後
は
、
酔

茗
河
井
幸
三
郎
が
参
加
し
て
、
会
の
改
革
を
積
極
的
に
う
ち
出
し
、
会
の
名
称

も
関
西
青
年
文
学
会
に
変
更
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、

堺
支
会
を
設
立
し
、
こ
の
地
の
文
学
青
年
達
を
糾
合
し
て
青
年
文
学
会
を
バ
ッ

ク
ァ
ッ
プ
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
頃
に
、
中
村
春
雨
が
上
京
し
た
後
は
、

河
井
酔
茗
を
中
心
に
、
集
庵
中
山
正
次
、
天
眠
小
林
政
治
、
酔
夢
西
村
真
次
が

会
の
運
営
を
助
け
た
。
っ
い
で
、
酔
茗
が
明
治
三
十
三
年
五
月
に
東
上
す
る
や
、

そ
の
月
の
『
よ
し
あ
し
草
』
は
休
刊
に
な
り
、
次
の
六
月
に
は
発
行
で
き
た
も

の
の
、
こ
の
第
二
十
六
号
を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
大
阪
残
留
組
の
小
林
天
眠
や
中
村
臭
庵
は
、
こ
の
ま
ま
廃
刊
す
る

意
図
は
な
く
、
東
上
組
の
高
須
梅
渓
、
中
村
春
雨
の
助
力
を
得
て
、
矢
島
誠
進



堂
書
店
の
『
わ
か
紫
』
と
合
併
し
、
『
関
西
文
学
』
と
改
題
し
て
、
明
治
三
十

三
年
八
月
に
そ
の
第
一
号
を
纂
行
し
た
。
こ
の
『
関
西
文
学
』
も
第
六
号
で
休

刊
宣
言
を
し
、
っ
い
に
そ
の
ま
ま
廃
刊
と
な
っ
た
。
『
よ
し
あ
し
草
』
第
一
号

か
ら
数
え
て
、
誌
齢
第
三
十
二
号
で
あ
っ
た
。

　
浪
華
青
年
文
学
会
の
会
員
達
は
す
べ
て
無
名
の
青
年
達
で
あ
っ
た
。
文
学
的

に
や
や
知
名
で
あ
っ
た
の
は
、
『
文
庫
』
記
者
河
井
酔
茗
で
、
そ
れ
さ
え
も
、

本
業
は
堺
の
老
舗
の
河
又
呉
服
屋
の
若
主
人
で
あ
っ
た
。
幹
事
長
の
中
村
春
雨

も
幹
事
の
高
須
梅
渓
も
大
阪
郵
便
為
替
貯
金
管
理
所
の
書
記
補
で
あ
り
、
評
議

員
で
常
に
会
の
経
済
面
を
助
け
た
小
林
天
眠
は
、
毛
布
問
屋
西
村
喜
八
商
店
の

店
員
で
あ
り
、
後
に
は
小
林
商
店
の
主
人
で
あ
っ
た
。
他
の
会
員
達
も
似
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

よ
っ
た
り
で
、
文
学
に
対
す
る
”
螢
勃
た
る
情
懐
”
を
い
だ
き
な
が
ら
、
世
に

立
つ
方
途
を
求
め
て
い
る
若
人
達
で
あ
っ
た
。

　
『
よ
し
あ
し
草
』
・
『
関
西
文
学
』
が
無
名
の
青
年
達
に
よ
っ
て
、
文
化
的
事

業
に
冷
淡
な
大
阪
で
か
く
も
長
期
間
に
わ
た
り
、
か
つ
、
廃
刊
時
に
は
「
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
外
各
地
に
渉
り
十
数
の
支
部
を
有
し
会
員
数
も
千
二
百
を
算
え
て
居
た
」
と

い
う
発
展
ぶ
り
を
み
せ
た
の
は
、
明
治
文
学
史
上
特
筆
す
べ
き
事
柄
と
い
え
よ

う
。

二

『
よ
し
あ
し
草
』
の
構
成
は
、
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

第
一
巻
第
一
号
一
明
治
三
十
年

十
一
月
一
を
み
る
と
、
「
時
文
、
小
説
、
雑
録
、
彙
報
、
詞
藻
」
と
な
っ
て
い

て
、
そ
の
詞
藻
欄
に
「
新
体
詩
」
「
和
歌
」
「
俳
句
」
「
漢
詩
」
が
入
っ
て
い
る
。

新
体
詩
と
和
歌
は
こ
の
第
一
号
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
俳
句
は
表
紙
裏
に
、

「
懸
賞
俳
句
募
集
」
と
あ
っ
て
、
「
題
随
意
一
夏
季
）
一
人
一
句
限
　
天
地
人
三

名
に
粗
景
を
呈
す
　
投
稿
〆
限
り
　
八
月
十
五
日
」
と
あ
る
の
み
で
、
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
懸
賞
俳
句
は
、
第
二
号
一
明
治
三
十
年
九
月
廿
五
日
一
の
懸
賞

俳
句
募
集
に
よ
る
と
、
「
前
号
募
集
の
懸
賞
俳
句
は
応
募
者
僅
に
三
名
な
り
し

に
依
て
更
に
募
集
す
る
事
と
な
し
ぬ
」
と
な
っ
て
い
て
、
題
随
意
が
秋
季
冬
季

混
題
と
な
り
投
稿
締
切
が
十
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
他
は
前
号
同
様
の
文
言

で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
二
号
に
は
、
俳
句
欄
が
あ
っ
て
、
「
編
輯
局
選
」
と
し

て
、
「
俳
句
は
尾
花
庵
宗
匠
の
選
な
る
筈
な
り
し
も
時
日
切
迫
の
為
め
止
む
得

ず
編
輯
員
の
選
む
所
と
な
れ
り
会
員
諸
子
請
ふ
諒
せ
よ
次
号
以
下
本
楽
天
居
小

波
宗
匠
尾
花
庵
宗
匠
そ
の
他
名
家
を
煩
す
べ
し
」
と
断
り
書
き
を
し
て
、
「
四

季
混
題
」
の
も
と
、
七
十
句
が
並
ん
で
■
い
る
。
思
う
に
、
編
集
部
と
し
て
は
、

懸
賞
募
集
俳
句
と
会
員
寄
稿
の
俳
句
の
二
本
立
を
企
画
し
、
懸
賞
の
方
は
前
述

の
如
き
理
由
で
載
せ
ら
れ
ず
、
会
員
達
の
寄
稿
の
み
を
掲
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

選
者
と
し
て
予
定
し
て
い
た
と
い
う
尾
花
庵
宗
匠
と
い
う
俳
人
は
不
明
で
あ
る

が
楽
天
居
小
波
宗
匠
は
巌
谷
小
波
の
こ
と
で
、
彼
は
新
派
俳
句
の
会
、
秋
声
会

に
属
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
弁
護
士
の
角
田
竹
冷
の
発
案
で
結
成
さ
れ
た
集
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団
で
、
尾
崎
紅
葉
も
加
わ
っ
て
い
て
「
俳
諸
の
風
雅
に
遊
ぶ
」
こ
と
を
目
的
と

す
る
遊
俳
会
で
あ
っ
た
。
お
伽
噺
の
大
家
と
し
て
著
名
な
小
波
山
人
が
選
者
と

し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
『
よ
し
あ
し
草
』
第
二
号
で
会
頭
と
な
っ
た
中
尾
鶯

夢
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鶯
夢
中
尾
米
治
郎
は
、
大
阪
実
業
学
館

（
簿
記
中
心
に
英
、
数
、
漢
文
を
教
授
し
た
私
立
学
校
）
が
発
行
し
て
い
た

『
文
学
評
論
』
の
編
輯
者
で
あ
り
、
同
誌
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
大
阪
文
学
会

の
役
員
で
あ
っ
た
。
彼
が
会
頭
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
浪
華
青
年
文
学

会
の
中
村
春
雨
や
酔
夢
西
村
真
次
が
大
阪
実
業
学
館
の
学
生
で
あ
り
、
ま
た

『
文
学
評
論
』
の
常
連
の
執
筆
者
で
あ
っ
た
縁
で
あ
ろ
う
。
中
尾
鶯
夢
は
、
大

阪
軌
日
新
聞
派
の
文
士
須
藤
南
翠
、
渡
辺
霞
亭
、
加
藤
紫
芳
、
磯
野
秋
渚
等
や

大
阪
毎
日
新
聞
派
の
菊
池
幽
芳
、
香
川
蓬
洲
等
を
浪
華
青
年
文
学
会
の
客
員
や

賛
成
員
と
す
る
と
共
に
、
東
都
文
壇
の
幸
田
露
伴
、
尾
崎
紅
葉
、
追
遥
と
い
っ

た
著
名
文
士
を
客
員
に
迎
え
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
動
き
の
一
つ
と
し
て
楽

天
居
小
波
宗
匠
が
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
俗
臭
芥
々
た
る
や
り
方
を

鶯
夢
も
気
に
し
て
か
、
「
想
ふ
に
青
年
気
英
の
士
或
は
大
家
な
る
称
号
に
、
傑

焉
た
る
の
念
を
懐
く
あ
ら
ん
」
と
い
い
、
「
然
れ
ど
も
想
へ
、
予
は
敢
て
、
所

謂
大
家
た
る
と
否
ら
ざ
る
と
を
問
は
ず
、
文
学
界
に
於
け
る
先
進
者
に
し
て
、

東
西
文
壇
に
知
名
の
士
は
、
必
ず
や
幾
多
文
界
の
功
績
を
把
持
す
る
も
の
た
ら

ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
又
必
ず
や
そ
が
経
験
上
本
会
を
益
す
る
あ
る
亦
弁
を
侯
た
ず
、

こ
れ
本
会
の
喜
ん
で
這
般
の
諸
士
に
、
客
員
た
ら
ん
を
請
は
ん
と
す
る
所
以
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
り
」
と
弁
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
懸
念
し
た
と
お
り
、
高
須
梅
渓
と
対

立
を
生
じ
、
そ
の
上
、
会
計
上
で
問
題
も
起
こ
し
、
第
三
号
（
明
治
三
十
年
十

一
月
二
十
日
）
で
は
、
会
が
鶯
夢
会
頭
と
決
然
関
係
を
相
断
っ
た
旨
の
広
告
が

み
え
る
。
こ
う
し
た
中
尾
鶯
夢
退
陣
に
よ
っ
て
、
小
波
宗
匠
選
者
起
用
案
も
あ

っ
け
な
く
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
旧
派
の
尾
花
庵
宗
匠
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
第
三
号
に
は
、
代
り
と
し
て
、
「
俳
句
は
新
派
（
別
天
楼
氏
）
に
旧
派

（
笹
の
家
氏
）
に
選
抜
を
請
」
う
た
こ
と
、
「
笹
の
家
氏
の
分
ハ
終
に
印
刷
期
日

の
問
に
合
は
ず
、
依
て
這
回
は
別
天
楼
撰
抜
の
儘
掲
げ
」
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
、
よ
っ
て
、
「
旧
派
諸
子
次
号
に
此
鉄
を
補
ふ
べ
け
れ
ば
悪
し
か
ら
ず
掠
察
」

し
て
ほ
し
い
と
み
え
る
。
今
回
は
、
初
め
て
正
真
正
銘
の
新
派
（
日
本
派
）
俳

人
野
田
別
天
楼
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
笹
の
家
と
い
う
旧
派
の
俳
人
は
未
詳

で
あ
る
が
、
当
時
の
大
阪
の
旧
派
の
代
表
的
宗
匠
は
黄
花
庵
南
齢
、
破
笑
庵
卓
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志
、
馬
田
江
公
年
と
い
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
い
ず
れ
か
の

門
に
属
し
た
宗
匠
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
野
田
別
天
楼
は
関
西
に
お
け
る
日
本
派
の
有
力
作
家
で
あ
っ
た
。
日
本
派
と

は
「
正
岡
子
規
は
、
明
治
二
六
年
二
月
三
日
か
ら
新
聞
『
日
本
』
に
俳
句
欄
を

載
せ
、
俳
句
革
新
運
動
を
展
開
、
次
第
に
集
団
的
勢
力
を
も
つ
に
至
っ
た
。
明

治
二
八
年
、
岡
野
知
十
は
こ
の
趨
勢
に
対
し
て
『
日
本
派
』
と
名
付
け
た
。
翌
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二
九
年
、
角
田
竹
田
竹
冷
の
『
毎
日
派
』
に
対
し
て
、
こ
の
呼
称
が
確
立
。
」

と
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
正
岡
子
規
の
こ
の
俳
句
革
新
運
動
が
成
功
し



た
理
由
を
、
大
阪
に
お
け
る
日
本
派
の
一
人
で
も
あ
っ
た
高
須
梅
渓
が
、
Ｈ
俳

句
の
芸
術
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
口
取
材
の
範
囲
を
拡
げ
、
日
格
調
を
自
由

な
ら
し
め
、
瓜
自
然
、
人
事
に
対
す
る
新
し
い
見
方
と
新
し
い
写
生
の
方
法
と

を
教
へ
て
行
詰
っ
た
旧
生
命
の
う
ち
に
囚
は
れ
て
居
た
俳
句
に
新
生
命
を
賦
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
こ
と
、
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
関
西
に
お
け
る
日
本
派
の
運
動
は
「
知
恩
院
桜
門
前
の
茶
店
で
、
初

て
満
月
会
を
開
い
た
の
が
、
明
治
二
十
九
年
八
月
の
満
月
の
日
で
二
十
年
前
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
京
都
へ
日
本
派
の
俳
句
を
伝
へ
や
う
と
い
ふ
同
志
会
の

　
＠
発
端
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
京
阪
俳
友
満
月
会
の
発
会
に
始
ま
る
。

　
　
　
　
＠

そ
の
趣
意
書
に
、
京
阪
と
す
る
が
「
京
阪
を
も
っ
て
限
る
に
も
あ
ら
ず
」
と
い

い
、
俳
友
は
「
『
日
本
』
紙
上
に
寄
稿
せ
ら
る
・
同
志
を
以
て
す
る
の
謂
ひ
」

で
あ
り
、
満
月
会
は
「
俳
友
が
満
月
の
夜
を
以
て
相
会
す
と
云
ふ
外
に
意
味
あ

る
無
し
」
と
い
っ
た
会
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
発
起
人
は
、
大
阪
の
水

落
露
石
、
京
都
の
中
川
紫
明
（
四
明
一
、
寒
川
鼠
骨
の
三
人
で
あ
っ
た
。
会
員

は
瓦
全
、
別
天
楼
、
不
落
、
翠
竹
、
由
撃
、
桃
右
、
無
心
、
虚
肌
一
以
上
大

阪
一
。
痩
石
、
涙
骨
、
鼠
骨
、
青
嵐
、
緑
、
煙
村
、
寒
月
、
文
芽
、
菰
堂
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

四
明
一
以
上
京
都
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
京
阪
満
月
会
を
母
胎
に
し
て
誕

生
し
た
の
が
、
大
阪
満
月
会
で
あ
っ
た
。
青
木
月
斗
に
よ
る
と
、
「
京
阪
満
月

会
が
分
離
し
て
京
都
は
京
都
、
大
阪
は
大
阪
と
独
立
し
た
の
は
両
者
共
梢
盛
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
な
っ
て
来
た
為
め
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
明
治
三
十
年
三
月
七
日
の
第
六
回

　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

京
阪
満
月
会
一
茶
臼
山
・
泰
清
寺
一
に
出
席
し
た
四
明
、
痩
石
、
澗
水
、
緑

一
以
上
京
都
）
露
石
、
瓦
全
、
別
天
楼
、
翠
竹
、
不
落
一
以
上
大
阪
）
に
よ
っ

て
議
せ
ら
れ
、
翌
四
月
四
日
、
発
会
式
が
も
た
れ
た
。
以
後
、
最
も
忠
実
に
大

阪
満
月
会
の
世
話
を
し
た
の
は
野
田
別
天
楼
で
あ
っ
た
。

　
大
阪
満
月
会
の
野
田
別
天
楼
が
『
よ
し
あ
し
草
』
俳
句
欄
の
選
者
と
な
っ
た

の
は
、
浪
華
青
年
文
学
会
の
会
員
に
満
月
会
に
所
属
す
る
鈴
木
疑
星
、
前
田
孤

村
が
お
り
、
そ
の
縁
で
別
天
楼
が
招
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
明
治
二

年
一
一
八
六
九
一
五
月
二
十
四
日
、
岡
山
県
邑
久
郡
国
府
村
大
塚
に
生
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

本
名
を
要
吉
と
い
い
、
弱
冠
郷
を
出
て
関
西
の
地
に
教
鞭
を
と
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

彼
の
新
聞
『
日
本
』
へ
の
初
登
場
は
明
治
二
十
九
年
三
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。

別
天
楼
選
の
第
一
巻
第
一
号
に
は
、
彼
の
指
導
下
の
疑
星
、
孤
村
と
い
っ
た
大

阪
満
月
会
員
の
他
に
、
高
須
梅
渓
、
中
村
春
雨
、
小
石
青
麟
、
中
山
琴
風
等
浪

華
青
年
文
学
会
の
役
員
達
が
出
句
し
て
お
り
、
別
天
楼
を
も
り
立
て
よ
う
と
す

る
意
図
が
よ
み
と
れ
る
。
選
者
自
身
も
五
句
出
句
し
て
い
る
。

　
池
越
に
山
茶
花
見
ゆ
る
薮
の
中

　
納
屋
の
横
に
蕪
青
干
し
た
り
野
の
小
家

　
茶
の
花
に
白
き
虫
飛
ぶ
黄
葉
寺

　
水
洞
れ
て
谷
は
落
葉
に
埋
れ
ぬ

　
白
足
袋
の
古
び
た
る
を
嘆
ず
村
夫
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

彼
の
師
子
規
の
「
俳
句
は
実
景
を
写
さ
ん
と
心
が
く
べ
し
」
を
忠
実
に
守
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

句
柄
で
あ
り
、
温
雅
に
し
て
平
明
な
句
で
あ
る
。
新
派
の
実
力
作
家
別
天
楼
の

参
加
は
、
会
員
達
に
俳
句
熱
を
生
み
出
し
た
ら
し
く
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月

三
日
の
難
波
の
翁
亭
で
の
秋
期
大
会
に
は
、
別
天
楼
も
参
加
し
、
課
題
を
出
し
、

参
加
者
達
の
句
を
選
し
て
い
る
。
春
雨
、
梅
渓
、
小
橘
、
孤
村
、
疑
星
、
泉
舟

等
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
会
の
幹
部
達
が
積
極
的
に
新
派
俳

句
に
と
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。
一
」
う
し
た
姿
勢
は
次
の
二
巻
第

一
号
（
明
治
三
十
一
年
一
月
）
の
雑
録
欄
に
も
現
わ
れ
て
い
て
、
藻
蒲
生
の

「
窃
か
に
俳
譜
を
憶
ふ
」
と
い
う
論
文
は
、
芭
蕉
の
俳
譜
を
称
揚
し
、
「
鳴
呼
誰

か
翁
の
衣
杖
を
伝
へ
て
高
く
明
治
の
野
に
叫
ぶ
者
ぞ
、
俳
壇
悲
雲
日
に
多
く
、

徒
ら
に
古
人
の
狂
を
学
ん
で
自
ら
得
た
り
と
な
す
人
は
あ
れ
ど
も
、
彼
が
所
謂

風
雅
な
る
も
の
を
捕
へ
来
っ
て
自
然
に
遊
ば
ん
と
す
る
者
抑
も
幾
人
か
あ
る
臆

々
」
と
い
っ
た
も
の
、
梅
渓
孤
客
の
「
冬
期
の
自
然
美
」
は
「
冬
期
の
美
は
幽

寂
清
高
の
特
趣
を
存
ず
る
に
あ
り
。
而
し
て
其
妙
其
麗
是
を
他
の
春
夏
秋
の
三

季
に
比
し
て
卿
か
の
遜
色
な
く
否
寧
ろ
其
上
に
あ
り
と
云
ふ
も
過
当
に
非
ざ
る

な
り
」
と
冬
の
美
を
賞
揚
し
て
、
そ
の
精
綴
な
観
察
を
勧
め
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
派
の
視
覚
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
美
的
事
物
を
詠
む
と
い
う
行
き
方
に
資
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
安
藤
橡
面
生
の
「
梅
花
四
事
」
も
い
さ
さ
か
街
学

的
す
ぎ
る
小
文
だ
が
、
右
の
梅
渓
と
同
じ
意
図
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
橡
面
坊
は
明
治
三
十
四
年
以
降
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
「
毎

日
吟
壇
」
の
選
者
と
な
り
、
関
西
俳
壇
の
発
展
に
貢
献
し
た
日
本
派
の
俳
人
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

　
　
＠

あ
っ
た
。
日
本
派
に
属
す
と
い
え
ば
、
京
都
満
月
会
の
熱
心
な
会
員
で
あ
る
永

田
青
嵐
が
投
句
し
て
い
る
。
当
時
は
第
三
高
等
学
校
法
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た
。

こ
の
号
に
は
、
蝸
牛
会
俳
句
の
欄
が
あ
り
、
孤
村
、
蓬
月
、
羽
仙
、
淀
南
、
閑

鴎
、
圭
虫
、
香
風
、
楓
々
、
鉄
骨
、
非
石
、
別
天
楼
の
句
が
並
ん
で
い
る
。
末

尾
の
別
天
楼
の
句
は
六
句
も
あ
っ
て
、
彼
の
指
導
す
る
句
会
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
前
書
に
「
こ
ハ
我
会
員
諸
氏
の
組
織
よ
り
為
れ
る
蝸
牛
会
諸
氏
の
吟
な

り
、
今
後
毎
号
披
露
し
て
浪
華
俳
壇
に
一
異
彩
を
放
た
し
め
む
と
す
」
と
あ
る

か
ら
、
浪
華
青
年
文
学
会
の
会
員
達
を
も
っ
て
組
織
し
た
会
で
あ
る
。
別
天
楼

の
活
躍
に
よ
り
、
旧
派
は
『
よ
し
あ
し
草
』
誌
上
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
か
と
思
う

と
、
さ
に
あ
ら
ず
で
、
「
俳
句
十
首
」
と
し
て
、
旧
派
の
吟
が
並
ん
で
い
る
。

前
書
に
「
こ
は
旧
派
の
吟
泳
な
り
。
既
刊
第
三
号
に
掲
載
す
べ
き
筈
な
り
し
が
、

笹
の
家
氏
多
忙
に
て
去
一
月
中
旬
漸
く
選
抜
を
終
り
、
本
会
宛
に
て
送
ら
れ
ぬ
。

此
中
別
天
氏
の
撰
ば
れ
し
句
あ
り
て
二
度
掲
載
の
分
も
あ
れ
ど
、
旧
派
は
自
ら

新
派
と
見
を
異
に
す
る
を
以
て
特
に
掲
ぐ
る
こ
と
・
な
せ
り
。
吾
人
は
素
よ
り

新
旧
両
派
に
対
し
て
厚
薄
の
待
遇
を
為
す
も
の
に
非
ず
、
故
に
今
後
新
派
は
別

天
君
に
旧
派
ハ
笹
の
家
君
に
選
抜
を
嘱
し
て
充
分
両
派
の
長
所
を
発
揮
せ
し
め
、

斯
道
の
発
達
を
計
ら
む
と
す
、
旧
派
諸
子
、
請
ふ
此
意
を
諒
し
て
続
々
投
吟
せ

よ
　
俳
欄
記
者
識
」
と
あ
る
。
こ
の
記
者
は
、
新
、
旧
派
を
平
等
に
と
り
扱
い
、

両
派
の
長
所
を
発
揮
せ
し
む
る
こ
と
が
俳
句
の
発
展
に
っ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
阪
俳
壇
が
今
な
お
旧
派
を
無
視
で
き
な
い
状



況
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
一
年
六
月
の
『
ほ
と
と
ぎ

す
』
十
八
号
に
出
し
た
野
田
別
天
楼
の
「
大
阪
俳
壇
の
近
況
」
に
も
、
「
卑
俗

殆
ん
ど
笠
付
と
澤
ぶ
な
き
月
並
的
俳
句
は
表
面
こ
そ
目
覚
し
か
ら
ざ
れ
、
割
合

流
行
致
し
居
り
侯
」
と
言
い
「
此
の
涌
々
た
る
俗
中
に
あ
り
て
俳
句
の
文
学
的

研
究
を
な
す
も
の
は
、
唯
大
阪
満
月
会
あ
る
の
み
に
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ

き
の
「
俳
句
十
首
」
は
旧
派
俳
句
の
作
法
通
り
上
客
、
軸
、
秀
逸
に
分
け
て
お

り
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
上
位
三
客

　
行
く
秋
や
物
悲
し
げ
に
鳴
く
小
鳥
　
青
麟

　
　
軸

　
是
に
さ
へ
秋
の
寂
あ
り
花
野
原
　
　
湖
暁

　
　
秀
逸

　
世
の
塵
を
離
に
避
け
て
菊
の
主
　
　
蘭
友

こ
れ
ら
の
句
と
次
の
別
天
楼
選
の
句
と
比
較
す
る
と
き
、
旧
派
の
句
の
如
何
に

そ
の
趣
向
の
陳
腐
な
る
か
が
明
瞭
と
な
る
。

　
片
町
や
蒲
団
千
し
た
る
小
さ
き
家
　
孤
村

　
家
二
軒
深
雪
の
中
に
灯
と
も
せ
り
　
蓬
月

　
掃
き
寄
せ
し
焚
火
の
跡
や
朝
の
霜
　
閑
鴎

俳
欄
記
者
が
「
充
分
両
派
の
長
所
を
発
揮
せ
し
め
、
斯
道
の
発
達
を
計
ら
む

す
」
と
か
、
俳
狂
生
が
「
浪
華
俳
壇
は
旧
派
全
盛
の
姿
な
れ
ば
此
際
我
会
員
中

　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

よ
り
新
派
の
風
雲
児
を
生
み
出
し
て
こ
・
に
新
旧
両
派
折
衷
の
適
当
な
る
短
詩

形
を
得
る
は
本
会
の
企
図
す
べ
き
新
事
業
」
一
第
一
巻
第
二
号
「
希
望
の
か
ず

く
一
一
と
信
ず
と
書
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
藁
二
号
以
下
笹
の
家

宗
匠
の
旧
派
俳
句
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
先
の
理
由
に
拠
る

と
思
わ
れ
る
。

　
『
よ
し
あ
し
草
』
第
二
巻
第
二
号
一
明
治
三
十
一
年
三
月
）
は
、
蝸
牛
会
俳

句
と
春
季
雑
吟
の
他
に
、
大
阪
満
月
会
の
生
み
親
と
も
い
う
べ
き
水
落
露
石
の

「
梅
二
十
句
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
”
梅
四
五
本
に
月
上
る
な
り
岡
の
宮
一

”
牛
肌
て
梅
ち
り
か
・
る
堤
か
な
”
と
い
っ
た
も
の
で
、
平
淡
に
し
て
典
雅
な

作
で
あ
る
。
ま
た
「
一
題
三
句
」
に
松
瀬
青
々
の
句
が
み
ら
れ
る
。
”
黄
昏
や

梅
に
灯
と
も
す
岡
の
家
一
”
春
雨
や
碁
石
こ
ぼ
る
・
青
畳
〃
”
雑
子
鳴
く
や
湖
の

日
く
も
る
竹
生
島
”
と
い
っ
た
情
緒
あ
ふ
る
る
絵
画
構
成
の
句
で
あ
る
。
青
々

は
明
治
三
十
年
十
二
月
十
七
日
の
新
聞
『
日
本
』
に
初
め
て
、
そ
の
句
が
載
っ

た
が
、
『
文
庫
』
で
は
選
者
の
虚
子
に
認
め
ら
れ
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
で
も
、
子

規
、
鳴
雪
、
虚
子
、
碧
梧
桐
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
子
規
は
「
明
治
三

十
一
年
の
俳
句
会
」
一
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
二
巻
第
四
号
一
に
お
い
て
「
昨
年
に

在
り
て
著
し
き
進
歩
を
現
わ
し
た
る
者
、
東
京
に
五
城
あ
り
、
越
後
に
香
墨
あ

り
、
大
阪
に
青
々
あ
り
。
青
々
の
句
は
昨
夏
始
め
て
之
を
見
る
。
而
し
て
始
め

て
見
る
の
日
既
に
其
堂
に
上
り
た
る
を
認
め
た
り
」
と
評
し
た
。
そ
の
松
瀬
青

々
、
そ
れ
に
、
水
落
露
石
、
野
田
別
天
楼
等
の
日
本
派
の
俊
秀
が
『
よ
し
あ
し
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『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

草
』
を
発
表
舞
台
に
し
て
、
誌
面
が
日
本
派
一
色
に
染
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
と

き
、
第
七
号
（
明
治
三
十
一
年
七
月
）
に
な
る
と
、
別
天
楼
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
派
の
俳
人
た
ち
が
ま
っ
た
く
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
俳
句
欄
は
蓼
々

と
し
て
、
旧
派
調
の
俳
句
を
つ
く
る
奥
野
蘭
友
そ
の
他
三
人
ほ
ど
の
句
が
並
ぶ

の
み
と
な
っ
た
。
次
の
第
八
号
（
明
治
三
十
一
年
八
月
）
は
、
第
六
号
で
募
集

広
告
を
し
た
兼
題
の
「
蝸
牛
」
と
「
蓮
花
」
を
詠
ん
だ
蝸
牛
会
々
員
の
句
が
並

ぶ
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
別
天
楼
の
句
が
な
く
、
選
も
彼
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
第
六
号
で
は
、
蝸
牛
会
と
し
て
句
と
会
員
を
募
集
し
て
い
た
の

に
、
第
八
号
の
蝸
牛
会
次
号
兼
題
「
短
夜
（
明
け
易
し
）
拝
の
花
」
の
募
集
元

は
な
ぜ
か
青
年
文
学
会
と
な
っ
て
お
り
、
以
後
、
蝸
牛
会
の
名
は
ど
こ
に
も
見

る
こ
と
が
な
く
な
る
。
第
九
号
（
明
治
三
十
一
年
十
一
月
）
も
俳
句
欄
は
ま
っ

た
く
ふ
る
わ
ず
、
夢
遊
生
、
蓼
星
と
い
っ
た
人
々
の
句
が
並
ぶ
の
み
で
あ
る
。

第
十
号
（
明
治
三
十
二
年
二
月
）
は
、
高
須
梅
渓
上
京
の
ゴ
タ
ゴ
タ
か
ら
か
、

本
文
わ
ず
か
四
頁
の
も
の
で
、
詞
藻
欄
に
は
、
拙
劣
と
い
う
他
な
い
俳
句
が
並

　
　
　
　
　
＠

ぶ
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
本
部
報
告
と
し
て
、
十
二
月
一
日
午
后
五
時
か

ら
例
会
が
催
さ
れ
、
河
井
酔
茗
が
参
加
し
、
会
の
根
本
的
改
革
が
議
せ
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
堺
支
会
の
創
立
、
本
誌
の
革
新
、
編
輯
庶
務
会
計
の
改
選
が
お
こ

な
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
お
り
、
新
体
詩
、
和
歌
、
俳
句
の
募
集
と
選
は
堺
支

会
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
第
十
号
の
表
紙
裏
に
懸
賞
募
集
が
あ

り
、
俳
句
は
兼
題
と
し
て
「
若
草
」
と
あ
る
。
投
稿
所
は
浪
華
青
年
文
学
会
と
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な
っ
て
い
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
堺
支
会
の
担
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
新
十
号
（
明
治
三
十
二
年
一
月
）
に
「
当
支
会
第
一
回
懸
賞

募
集
は
〆
切
時
限
余
り
に
切
迫
せ
し
と
時
や
師
走
の
最
も
多
忙
を
極
む
る
の
際

な
り
し
故
応
募
原
稿
少
数
な
り
し
を
以
て
全
く
こ
れ
を
中
止
せ
り
」
と
み
え
る

か
ら
で
あ
る
。
第
二
回
の
懸
賞
募
集
は
、
〆
切
を
本
月
中
に
延
期
し
、
歌
（
擢

旅
）
は
選
者
を
伊
良
子
清
白
、
俳
句
（
若
草
）
は
「
東
京
の
斯
道
の
大
家
」
、

新
体
詩
は
河
井
酔
茗
に
依
嘱
し
た
と
し
、
募
集
範
囲
は
当
支
会
の
み
な
ら
ず
、

広
く
本
会
と
し
た
の
で
「
続
々
金
声
玉
振
の
佳
什
を
寄
送
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望

す
」
と
あ
っ
て
、
第
十
一
号
（
明
治
三
十
二
年
二
月
）
に
は
、
懸
賞
課
題
俳
句

が
披
露
さ
れ
て
い
る
。
東
京
の
大
家
と
あ
っ
た
が
、
酔
茗
の
別
号
ち
ぬ
男
選
で

あ
り
、
春
季
雑
吟
の
方
も
酔
茗
選
と
思
わ
れ
る
。
彼
自
身
も
”
若
草
や
萌
ゆ
る

ま
も
な
く
焼
か
れ
う
ぞ
〃
の
句
を
出
し
て
い
る
が
、
月
並
句
と
し
か
言
い
よ
う

の
な
い
作
で
あ
る
。

　
俳
句
欄
不
振
の
現
状
に
新
派
に
心
を
寄
せ
る
会
員
か
ら
、
次
の
よ
う
な
投
書

が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
俳
句
欄
の
寂
蓼
甚
し
き
は
如
何
、
別
天
楼
は
何
を
な
し

つ
・
あ
る
や
、
疑
星
、
孤
村
等
錘
々
の
士
は
、
早
く
も
隠
居
し
給
ひ
し
よ
な
」
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（
「
来
者
不
拒
」
俳
狂
生
）
日
本
派
の
再
登
場
を
熱
望
す
る
声
が
出
て
来
た
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
同
じ
号
に
、
「
神
戸
支
会
諸
子
の
発
起
に
か
・
れ
る
新
派
俳

句
の
一
団
体
」
の
青
葉
会
が
誕
生
し
た
報
告
が
出
て
お
り
、
「
其
成
句
は
追
て

本
誌
上
の
現
は
る
べ
し
」
と
あ
り
、
こ
の
新
派
俳
句
会
も
『
よ
し
あ
し
草
』
俳



句
欄
の
寂
蓼
さ
を
補
う
べ
く
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
き
を
考

慮
し
て
か
、
第
十
二
号
（
明
治
三
十
二
年
三
月
一
の
第
四
回
懸
賞
募
集
の
選
者

と
し
て
河
東
碧
梧
桐
が
登
場
し
て
い
る
。
堺
支
会
は
、
と
い
う
よ
り
酔
茗
が
何

故
、
碧
梧
桐
を
起
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
。
そ
の
理
は
判
然
し
な
い
が
、
碧

梧
桐
は
子
規
に
明
治
三
十
年
の
俳
句
界
に
お
い
て
、
最
も
進
歩
著
し
き
者
と
さ

＠
れ
、
三
十
一
年
に
は
「
碧
吾
同
の
老
練
に
し
て
邊
勤
な
る
」
と
虚
子
と
並
ん
で
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「
天
下
敵
な
き
者
」
と
い
う
最
大
級
の
褒
辞
を
得
て
い
た
こ
と
や
、
同
年
三
月

に
出
版
さ
れ
た
日
本
派
最
初
の
総
合
句
集
『
新
俳
句
』
（
上
原
三
川
、
直
野
碧

玲
聴
共
編
、
正
岡
子
規
閲
一
で
、
子
規
の
五
百
二
十
一
句
の
入
集
に
つ
い
で
、

碧
梧
桐
は
二
百
八
十
二
句
に
の
ぼ
っ
た
。
一
ち
な
み
に
虚
子
の
入
集
句
は
二
百

三
十
二
句
で
あ
る
。
一
こ
れ
ら
碧
梧
桐
の
精
進
や
実
力
が
選
者
と
し
て
登
用
さ

れ
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
碧
梧
桐
の
選
者
登
用
が
出
た
第
十
二
号
に
「
今
後
新
躰
詩
、
和
歌
、
俳
句
等

の
投
稿
に
限
り
一
懸
賞
と
も
一
堺
市
北
旅
籠
町
河
井
酔
茗
に
て
御
発
送
あ
る
べ

き
事
」
と
韻
文
は
堺
支
会
の
分
担
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
既
に
第
十

号
か
ら
こ
の
方
針
で
来
て
い
た
の
だ
が
改
め
て
全
会
員
に
宣
言
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
第
士
二
号
一
明
治
三
十
二
年
四
月
一
に
、
懸
賞
を
廃
し
て
「
御

投
寄
の
玉
什
は
一
に
之
を
左
の
諸
選
者
に
托
し
て
厳
密
な
る
詮
衡
を
経
、
本
誌

に
登
載
致
す
事
と
相
定
め
候
」
と
の
至
急
広
告
が
出
て
い
る
。
こ
の
号
は
日
本

派
俳
句
会
の
大
阪
満
月
会
が
登
場
し
、
神
戸
の
青
葉
会
が
句
を
載
せ
、
堺
の
北

　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

斗
会
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
。
大
阪
満
月
会
は
青
々
、
孤
村
、
橡
面
坊
、
小

刀
、
瓦
全
、
疑
星
、
別
天
楼
と
名
だ
た
る
俳
人
が
出
句
し
て
い
る
。
青
葉
会
は

斎
藤
渓
舟
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
渓
舟
は
日
本
派
俳
人
で
、
神
戸
の

『
又
新
日
報
』
の
記
者
で
あ
り
、
こ
の
例
会
で
得
た
秀
句
は
彼
の
新
聞
紙
上
に

掲
載
さ
れ
、
後
に
評
釈
を
加
え
て
『
俳
句
狸
毫
小
楮
』
と
し
て
関
西
青
年
文
学

　
　
　
　
　
　
　
○

会
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
北
斗
会
は
澗
月
、
鉄
南
、
雁
月
、
秋
雨
、
ち
ぬ
男
と
い

っ
た
堺
支
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
、
新
派
に
賛
同
し
て
い
る
が
、
日
本
派
で
は

な
い
。
例
会
に
た
ま
た
ま
会
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
「
蛋
の
子
も
す

な
る
俳
句
と
い
ふ
も
の
作
り
て
み
ん
と
何
事
に
も
浮
名
立
て
ら
る
・
ち
ぬ
の
浦

の
七
人
男
と
や
ら
ん
五
人
男
と
や
ら
ん
春
宵
一
刻
の
は
し
な
き
ま
と
ゐ
に
か
、

る
も
の
こ
そ
詠
み
出
に
け
れ
」
と
前
書
き
が
あ
る
。
こ
の
五
人
は
和
歌
に
も
熱

心
で
三
月
二
十
二
日
高
師
の
浜
に
与
謝
野
鉄
幹
と
会
し
て
、
そ
ぞ
れ
に
歌
を
詠
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み
、
”
は
ま
ゆ
ふ
”
と
題
し
て
『
よ
し
あ
し
草
』
載
せ
て
い
た
。
他
に
「
俳
句

五
目
な
ら
べ
」
と
題
し
て
、
大
釜
菰
堂
と
伊
良
子
す
・
し
ろ
の
や
の
作
が
載
っ

て
い
る
。
菰
堂
は
京
阪
満
月
会
が
京
都
の
華
頂
山
下
に
第
一
回
の
集
会
を
開
い

た
お
り
か
ら
の
満
月
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
第
士
二
号
に
堺
支
会
入
会
の
報
告
が

み
え
る
。
日
本
派
俳
人
と
し
て
京
都
俳
壇
に
知
ら
れ
た
こ
の
人
物
に
は
特
に
筆

を
そ
え
て
、
「
在
京
都
大
釜
孤
堂
君
は
新
に
本
会
に
入
り
て
大
に
尽
力
せ
ら
れ

ん
と
一
言
ふ
嘱
望
す
る
虚
多
し
」
と
記
し
て
い
る
。
菰
堂
の
句
は
「
奇
警
奇
抜
、

気
の
き
い
た
と
一
言
ふ
方
で
あ
る
が
、
成
る
べ
く
趣
味
を
広
く
と
ろ
う
と
心
掛
け
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『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

て
ゐ
る
と
見
へ
て
、
時
に
は
滑
稽
、
梢
縦
横
な
も
の
だ
」
と
評
さ
れ
る
が
、
五

目
な
ら
べ
に
載
せ
る
”
白
魚
を
酢
に
浸
し
た
り
浅
き
皿
”
や
”
雛
棚
の
菱
餅
灸

る
四
日
か
な
〃
が
菰
堂
俳
句
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
“
し
ろ
の

や
の
俳
句
は
、
文
庫
派
代
表
詩
人
の
作
と
し
て
は
、
詩
情
な
し
と
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
”
接
木
し
て
昼
飯
し
た
・
む
労
れ
顔
”
”
花
見
る
に
指
を
脚
へ
て
愚
な
る

顔
〃
と
い
っ
た
陳
腐
極
ま
る
作
が
並
ん
で
い
る
。
彼
が
選
し
た
第
三
回
懸
賞
募

集
の
披
露
が
な
さ
れ
、
天
”
後
に
な
り
て
軍
医
桜
を
手
折
る
哉
〃
堺
澗
月
、
地

”
両
側
の
さ
く
ら
の
雨
や
人
三
弄
東
京
稜
々
、
人
”
ゆ
ら
く
と
ひ
け
ば
こ

ぼ
る
・
糸
桜
〃
堺
ち
よ
子
の
句
が
並
ぶ
が
、
ど
こ
に
詩
情
が
あ
る
の
か
解
し
得

な
い
凡
作
で
あ
る
。

　
第
十
四
号
（
明
治
三
十
二
年
五
月
）
に
は
、
第
十
二
号
で
広
告
し
た
懸
賞
募

集
俳
句
「
更
衣
」
の
碧
梧
桐
の
選
句
が
並
び
、
天
”
綿
ぬ
き
や
粥
の
湯
す
・
る

貧
の
朝
”
河
内
酔
茗
、
地
”
拝
領
の
御
紋
古
り
た
る
更
衣
”
神
戸
ふ
ね
子
、
人

”
衣
更
へ
て
駒
に
乗
り
た
る
烏
帽
子
哉
”
岡
山
梅
痩
が
入
選
作
と
な
っ
て
い
る
。

酔
茗
が
天
と
な
っ
て
い
る
が
、
理
屈
に
お
ち
た
句
と
思
わ
れ
る
。
地
と
人
の
句

は
あ
ま
り
に
も
古
風
に
す
ぎ
る
。
こ
の
号
で
見
る
べ
き
は
、
青
葉
会
で
、
京
都

か
ら
石
井
露
月
、
大
阪
か
ら
別
天
楼
、
青
々
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
連
座
の
報

告
が
出
て
い
る
。
十
四
名
の
集
ま
り
で
、
午
後
五
時
か
ら
、
連
座
十
題
を
課
し

散
会
し
た
の
は
午
前
三
時
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
日
本
派
の
実
力
俳
人
を
迎

え
て
熱
気
あ
ふ
れ
る
会
と
な
一
た
模
様
で
あ
る
。
”
葉
柳
や
水
ひ
た
く
と
出
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四

町
橋
〃
露
月
、
”
露
置
く
や
赤
き
薔
薇
の
蕾
が
ち
〃
別
天
楼
、
”
武
家
町
や
薔
薇

花
咲
く
女
医
が
家
”
青
々
が
、
そ
の
夜
の
収
穫
で
あ
っ
た
。
他
に
笠
雨
の
「
夏

の
句
」
が
十
五
句
、
神
戸
の
木
魚
庵
、
堺
の
無
縫
の
四
句
ず
っ
み
え
る
。
右
の

笠
雨
も
渓
舟
と
並
ん
で
神
戸
の
俳
壇
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
、
二
人
の
指
導
に
よ
っ

て
、
七
葉
会
が
誕
生
し
た
。
第
十
五
号
（
明
治
三
十
二
年
六
月
）
に
七
葉
会
と

そ
の
母
体
の
青
葉
会
、
行
鹸
会
が
句
を
発
表
し
て
お
り
、
他
に
橡
面
坊
が
十
句

若
竹
集
と
い
う
題
で
載
せ
て
い
る
。

　
第
十
六
号
（
明
治
三
十
二
年
六
月
）
は
、
青
葉
会
臨
時
会
の
句
が
冒
頭
に
出

る
。
同
人
の
笠
雨
が
和
歌
山
へ
帰
郷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
の
送
別
会
を
兼

ね
た
会
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
会
に
は
、
大
阪
三
日
月
会
の
青
木
月
兎
が
出

た
と
あ
る
。
三
日
月
会
は
、
三
十
一
年
の
秋
に
月
兎
、
鬼
史
、
北
渚
三
人
が
中

心
と
な
っ
て
結
成
し
た
も
の
で
、
三
十
二
年
一
月
に
金
尾
文
渕
堂
か
ら
刊
行
さ

れ
た
『
ふ
た
葉
』
を
こ
の
句
会
の
発
表
機
関
と
し
て
い
た
。
こ
の
雑
誌
に
集
ま

る
人
々
に
よ
っ
て
文
渕
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
月
兎
が
来
た
の
は
、
十
月
か

ら
刊
行
予
定
の
三
日
月
会
の
機
関
誌
『
車
百
合
』
の
会
員
獲
得
の
た
め
の
意
図

が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
此
花
会
と
い
う
新
派
和
歌
俳
句
会

が
結
成
さ
れ
て
、
そ
の
第
一
回
の
会
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
報
告
が
出
て
い
る
。

会
員
の
蕪
人
、
青
麟
、
夢
遊
は
青
年
文
学
会
本
部
に
所
属
し
、
滴
翠
、
北
郎
、

南
泉
は
蔵
葉
団
に
属
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
青
年
文
学
会
の
第

六
支
部
で
、
本
拠
を
大
阪
南
区
難
波
新
地
三
番
五
十
七
番
に
お
き
、
岡
本
玉
風
、



後
に
は
大
槻
泡
沫
一
月
暗
一
が
代
表
者
で
あ
っ
た
。

　
第
十
七
号
一
明
治
三
十
二
年
八
月
一
は
、
『
紅
蓬
白
蓬
』
と
名
づ
け
た
「
其

外
粧
を
更
め
其
内
容
を
整
へ
」
て
、
「
明
治
文
壇
の
明
星
た
り
木
鐸
た
る
先
輩

諸
家
の
鉦
篇
名
什
を
網
羅
し
加
ふ
る
に
青
年
諸
子
が
苦
心
経
営
の
余
に
成
れ
る

美
文
韻
文
を
蒐
収
」
し
た
と
い
う
夏
季
特
別
号
、
泉
鏡
花
、
与
謝
野
鉄
幹
、
江

見
水
蔭
、
戸
澤
姑
射
、
久
保
天
随
、
巌
谷
小
波
、
小
島
烏
水
、
滝
沢
秋
暁
等
が

寄
稿
し
、
関
西
文
学
会
員
と
し
て
は
、
中
村
春
雨
と
河
井
酔
茗
、
堀
部
靖
文
、

神
戸
支
会
の
一
色
白
浪
が
横
瀬
夜
雨
と
合
作
の
「
雁
語
櫓
声
」
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
号
の
発
行
兼
編
輯
人
は
靖
文
堀
部
卯
三
郎
で
あ
る
が
、
印
刷
人
は
東
京
神

田
区
の
真
形
隆
吉
一
真
形
活
版
所
一
と
な
っ
て
お
り
、
東
京
で
印
刷
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
赤
刷
り
の
広
告
に
は
新
声
杜
出
版
書
籍
目
録
が
七
頁
に
わ

た
っ
て
出
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
新
声
』
記
者
の
高
須
梅
渓
の
企
画
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
会
員
に
は
好
評
で
「
『
紅
蓮
白
蓮
』
未
だ
細
読

は
し
な
い
が
、
鉄
幹
の
傘
の
内
と
烏
水
の
蚊
遣
物
語
と
は
兎
も
角
も
お
も
し
ろ

く
読
ん
だ
い
づ
れ
細
評
は
次
便
に
一
暁
雲
一
一
、
「
一
紅
蓮
白
蓮
一
は
な
か
く
の

好
冊
子
で
す
か
・
る
も
の
を
出
さ
れ
た
幹
事
さ
ん
の
を
多
謝
し
た
し
一
白
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

楼
一
」
と
い
っ
た
投
書
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
号
に
は
、
京
都
満
月
会
が
参
加
し
、
京
都
の
日
本
旅
の
重
だ
っ

た
俳
人
、
露
月
、
青
嵐
、
痩
石
、
虚
肌
、
煙
村
、
非
無
、
杜
葉
、
黄
波
、
魁
、

四
明
の
句
が
並
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
露
月
選
の
北
斗
吟
社
の
句
が
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

て
い
る
。
こ
の
会
は
、
遠
く
秋
田
の
能
代
で
、
島
田
悟
空
一
五
空
）
が
結
成
し

た
日
本
派
の
結
社
で
、
石
井
露
月
を
指
導
者
に
あ
お
い
で
い
た
。
明
治
三
十
二

年
四
月
、
中
川
四
明
宛
の
子
規
の
紹
介
状
を
持
っ
て
京
都
へ
来
た
露
月
は
、
五

月
五
日
か
ら
砥
園
社
畔
の
東
山
病
院
へ
四
明
の
斡
旋
で
勤
務
し
、
京
都
満
月
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
連
座
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
縁
で
『
よ
し
あ
し
草
』
へ
の
「
北
斗
吟
杜
」

の
登
場
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
”
涼
し
さ
の
窓
に
せ
ま
る
や
草
の
丈
”
悟
空
、

”
雨
乞
の
幣
か
っ
ぎ
行
く
村
の
衆
一
江
南
、
”
磯
村
や
背
戸
に
出
づ
れ
ば
麦
の

秋
〃
南
圃
と
い
っ
た
田
園
生
活
を
叙
し
た
佳
句
が
多
い
。
ま
た
、
白
鷺
会
と
い

う
姫
路
の
俳
句
会
が
登
場
す
る
。
小
橘
の
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
姫
路
支
会
の

会
員
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
会
ら
し
い
。
小
橘
は
本
部
会
員
の
小
林
天
眠
の
こ
と

で
、
故
郷
の
播
州
の
北
条
町
へ
帰
っ
て
い
た
の
は
、
大
阪
に
自
分
の
店
を
持
つ

準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
。
酔
茗
た
ち
の
、
堺
の
北
斗
会
同
様
に
、
日
本
派
俳
人

の
居
な
い
、
新
派
同
好
者
の
会
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
会
も
後
に
は
日
本

派
俳
人
の
牛
耳
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
よ
う
で
、
『
車
百
合
』
第
八
号
一
明
治
三

十
五
年
五
月
一
で
は
、
月
兎
、
鬼
史
と
い
っ
た
大
阪
三
日
月
会
の
俳
人
の
名
が

み
え
る
。
そ
の
他
、
神
戸
の
青
葉
会
、
和
歌
山
の
更
衣
会
が
み
え
る
。

　
第
十
八
号
一
明
治
三
十
二
年
九
月
）
の
「
来
者
不
拒
」
と
い
う
「
は
が
き
投

書
」
欄
に
は
、
「
本
誌
俳
句
欄
の
寂
蓼
な
る
は
如
何
宜
し
く
文
渕
会
の
諸
に
乞

ふ
て
投
書
さ
せ
て
は
如
何
別
天
楼
孤
村
は
何
地
へ
消
え
し
か
両
氏
文
学
会
を
見

捨
て
た
る
か
如
何
此
稿
掲
載
被
下
度
願
上
候
」
一
八
月
十
六
日
俳
酔
人
一
、
別
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

楼
の
句
が
み
え
た
の
は
、
第
十
三
号
の
大
阪
満
月
会
の
作
品
中
で
、
以
後
は
さ

ま
ざ
ま
な
俳
句
会
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
彼
が
加
わ
っ
て
い
る
様
子
は
な
い
。

孤
村
も
同
様
で
あ
る
。
別
天
楼
、
孤
村
と
青
年
文
学
会
に
あ
っ
て
、
新
派
を
鼓

吹
し
た
鈴
木
疑
星
は
六
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
日
本
派
の
斎
藤
渓
舟
に

率
い
ら
れ
た
神
戸
の
日
本
派
は
結
成
以
来
、
毎
月
そ
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
た

し
、
堺
の
北
斗
会
も
作
品
を
発
表
し
て
い
た
か
ら
、
俳
句
欄
必
ず
し
も
寂
蓼
で

は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
日
本
派
の
実
力
作
者
別
天
楼
や
孤
村
が
見
え
な
い
こ
と

が
、
不
満
足
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
右
の
投
書
に
答
え
て
「
別
天
楼
と
は
離
縁

し
ま
せ
ん
次
号
か
ら
は
店
に
出
し
ま
す
か
ら
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
」
（
一
記
者
）

と
あ
る
。
そ
し
て
、
表
紙
裏
の
「
注
意
」
に
「
俳
句
は
本
号
よ
り
斯
道
の
名
家

に
依
嘱
し
て
撰
抜
を
乞
ふ
こ
と
・
な
り
た
れ
ば
成
る
べ
く
多
く
投
稿
あ
ら
ん
こ

と
を
望
む
」
と
あ
り
、
第
十
九
号
（
明
治
三
十
二
年
十
月
）
を
み
る
と
、
秋
季

雑
吟
に
久
々
に
別
天
楼
が
末
尾
に
五
句
載
せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
彼
が

選
を
し
た
と
思
わ
れ
、
「
斯
道
の
名
家
に
依
嘱
」
と
い
う
予
告
は
、
別
天
楼
の

再
起
用
に
落
ち
着
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
別
天
楼
の
登
場
に
呼
応
す
る
か
の

よ
う
に
、
大
阪
三
日
月
会
が
碧
梧
桐
の
句
を
先
頭
に
、
露
月
、
青
々
、
小
刀
、

秋
窓
、
月
兎
、
鬼
史
、
橡
面
坊
、
井
蛙
と
三
十
二
句
並
ぶ
の
は
、
壮
観
と
い
う

他
な
い
。
第
十
八
号
以
下
『
よ
し
あ
し
草
』
が
終
刊
に
な
る
第
二
十
六
号
ま
で

に
登
場
す
る
俳
句
会
を
拾
う
と
、
青
葉
会
（
１
８
，
２
０
，
２
１
，
２
２
，
２
３
，
２
５
，
２
６
、

ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
号
数
）
更
衣
会
（
１
８
，
２
０
，
２
２
，
２
４
）
、
北
斗
会
（
１
８
，
１
９
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

２
０
）
、
三
日
月
会
（
１
９
，
２
３
）
、
行
鹸
会
（
１
９
，
２
０
，
２
１
，
２
３
，
２
６
）
、
白
鷺
会

（
１
９
，
２
１
，
２
２
，
２
３
，
２
４
，
２
５
，
２
６
）
、
四
川
会
（
１
９
）
、
和
風
会
（
１
９
、
．
２
１
，

２
２
，
２
４
）
、
白
衣
会
（
１
９
，
２
０
，
２
１
，
２
２
，
２
４
）
、
三
十
六
峯
会
（
２
０
，
２
２
，

２
４
）
、
京
都
満
月
会
（
２
０
）
、
白
露
会
（
２
０
）
、
三
白
会
（
２
０
，
２
５
）
、
有
声
会

（
２
０
，
２
１
，
２
３
，
２
４
，
２
５
，
２
６
）
、
菊
壼
会
（
２
２
，
２
４
）
、
前
垂
会
（
２
３
，
２
４
，

２
５
）
、
芦
風
会
（
２
４
）
、
敏
葉
会
（
２
５
）
、
清
友
会
（
２
５
）
、
碧
吟
社
（
２
４
，
２
６
）
。

　
右
の
俳
句
会
で
『
よ
し
あ
し
草
』
に
そ
の
結
成
の
経
緯
が
み
え
る
も
の
に
、

京
都
の
三
十
六
峯
会
が
あ
る
。
第
二
十
号
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
）
の
京
都

支
会
報
告
に
よ
る
と
、
二
に
新
派
俳
句
の
研
究
に
資
し
、
尚
益
進
ん
で
支
会

隆
盛
の
実
を
挙
げ
ん
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
起
こ
し
た
会
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
号
に
句
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
大
釜
菰
堂
、
徳
美
愛
桜
子
、
真
下
垂
水
、
古

島
農
景
、
大
里
茶
仙
等
で
、
菰
堂
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
に
ま
で
は
こ
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
。
垂
水
、
農
景
、
茶
仙
は
支
会
の
幹
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
芦
風
会

と
い
う
の
は
第
二
十
四
号
（
明
治
三
十
三
年
三
月
）
の
「
来
者
不
拒
」
に
よ
る

と
「
本
部
の
評
議
員
諸
君
が
、
あ
る
希
望
の
為
め
に
発
起
と
な
り
」
組
織
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
本
部
会
員
で
か
つ
て
作
っ
て
い
た
蝸
牛
会
が
、
消

滅
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
部
評
議
員
の
小
林
天
眠
、
浅
井
渓
水
、
溝
口
彩
霞
、
筒
井
夢
遊
等
が
参
加
し

て
い
る
。

　
さ
て
一
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、
中
村
臭
庵
、
小
林
天
眠
、
西
村
酔
夢
に
よ
っ



て
刊
行
さ
れ
た
『
関
西
文
学
』
の
俳
句
欄
を
み
る
と
、
雑
吟
は
第
一
号
か
ら
第

六
号
ま
で
、
野
田
別
天
楼
選
で
、
彼
自
身
も
「
冷
十
句
」
（
第
三
号
明
治
三
十

三
年
十
月
）
、
「
相
模
十
句
」
一
第
四
号
明
治
三
十
三
年
十
一
月
一
、
「
柚
味
嗜
十

句
」
一
第
五
号
明
治
三
士
二
年
十
二
月
）
等
、
数
多
く
発
表
し
て
い
る
。
青
木

月
兎
も
「
角
力
十
句
」
一
第
四
号
）
を
発
表
し
て
、
別
天
楼
に
協
力
し
て
い
る
。

『
関
西
文
学
』
六
冊
に
み
え
る
俳
句
会
は
、
落
葉
会
一
１
，
２
，
３
，
４
，
５
，

６
一
、
有
声
会
一
１
，
２
，
３
，
４
，
５
，
６
一
、
青
葉
会
一
１
，
３
，
５
，

６
一
白
鷺
会
（
１
，
３
，
５
一
、
紫
涙
吟
杜
一
１
）
、
蛮
子
庵
小
集
一
－
一
、
和

歌
山
支
会
（
２
）
、
五
清
会
一
３
，
４
，
５
一
、
碧
吟
社
（
４
）
、
み
る
め
会

一
４
，
５
，
６
）
、
四
星
会
一
５
，
６
一
、
銀
河
会
一
５
一
、
伴
月
会
一
６
一
と
な

る
。
『
よ
し
あ
し
草
』
、
『
関
西
文
学
』
に
み
え
る
俳
句
会
を
地
域
ご
と
に
分
類

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

固
大
阪
満
月
会
、
有
声
会
、
些
化
会
、
三
日
月
会
、
四
川
会
、
前
垂

　
　
　
　
会
、
芦
風
会
、
落
葉
会
、
四
星
会
、
蝸
牛
会
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

「
巴
北
斗
会
、
行
除
会
、
四
世
会
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

□
附
同
］
　
青
葉
会
、
小
雨
会
、
鰍
葉
会
、
七
葉
会
、
み
る
め
会
。

厨
‘
伴
月
会
。

匿
白
鷺
会
、
三
白
会
、
白
露
会
。

匿
五
清
会
。

　
　
　
　
Ｘ

「
固
　
京
都
満
月
会
、
三
十
六
峯
会
。

　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

厨
菊
壼
会
。

犀
清
友
会
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
×

□
久
冊
」
　
北
斗
吟
社
、
碧
吟
社
。

　
　
　
　
×

函
紫
漢
吟
社
。

　
札
風
会
、
銀
河
会
は
不
明
。

　
　
○
印
は
『
車
百
合
』
地
方
俳
句
会
、
×
印
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
地
方
俳
句

　
　
会
に
名
の
み
え
る
も
の
。

　
以
上
、
第
二
章
で
は
『
よ
し
あ
し
草
』
・
『
関
西
文
学
』
の
俳
句
欄
の
消
長
に

っ
い
て
繁
雑
に
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
ま
で
に
、
事
実
に
即
し
て
述
べ
て
き
た
。

こ
れ
で
、
ほ
ぼ
雑
誌
の
俳
句
欄
の
実
態
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

三

　
『
よ
し
あ
し
草
』
・
『
関
西
文
学
』
俳
句
欄
の
流
れ
を
辿
る
と
き
、
旧
派
と
新

派
を
折
衷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
の
青
年
文
士
た
ち
に
相
応
し
い
俳
句
を

生
み
出
そ
う
と
す
る
一
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
た
。
明
治
三
十
一
年
の
『
都

新
聞
』
の
「
俳
譜
十
傑
」
を
み
て
も
、
最
高
は
旧
派
俳
人
の
老
鼠
堂
永
機
で
三

万
四
千
四
百
六
十
一
票
、
次
点
は
や
は
り
旧
派
の
蕉
露
庵
蕉
露
で
三
万
三
千
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

百
二
十
五
票
、
新
派
の
饒
将
正
岡
子
規
は
わ
ず
か
千
十
六
票
で
あ
っ
た
。
世
の

潮
流
は
旧
派
が
依
然
と
し
て
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
雰
囲

気
の
中
に
あ
っ
て
、
冒
頭
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ
こ
と
は
当
然
の
帰
着
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
新
派
の
野
田
別
天
楼
が
選
者
と
な
り
、
日
本
派
の
俳
句

が
陸
続
誌
上
に
あ
ら
わ
れ
、
例
会
等
で
彼
の
指
導
に
接
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の

新
鮮
さ
、
優
れ
た
文
芸
性
に
は
旧
派
は
到
底
及
ぶ
べ
く
も
な
い
こ
と
を
知
り
、

俳
句
欄
は
新
派
一
色
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
流
れ
の
他
に
、
新
派
１
１
日
本
派
の
創
作
傾
向
に
深
い

共
感
を
示
し
な
が
ら
も
、
俳
句
も
小
説
や
新
体
詩
や
漢
詩
同
様
に
一
個
の
表
現

形
式
で
あ
っ
て
、
日
本
派
と
い
っ
た
派
閥
を
形
成
し
、
他
を
排
斥
す
る
の
を
嫌

悪
す
る
一
群
も
あ
っ
た
。

　
「
頃
日
新
派
の
句
を
や
る
何
々
会
と
か
称
す
る
連
中
の
、
主
立
て
る
二
一
二
人

の
人
は
さ
う
で
も
な
い
が
、
二
流
以
下
の
輩
に
至
っ
て
は
、
行
く
慮
気
烙
と
や

ら
を
吐
き
散
ら
し
て
、
当
る
慮
薙
倒
す
と
云
ふ
勢
で
あ
る
が
、
全
体
新
派
を
や

る
に
は
あ
れ
程
え
ら
そ
う
に
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
か
（
弱
虫
）
」
（
「
来

者
不
拒
」
第
十
六
号
）
の
憤
瀬
は
右
の
グ
ル
ー
プ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
別
天
楼

が
一
時
期
『
よ
し
あ
し
草
』
俳
句
欄
を
去
る
の
は
、
両
派
の
確
執
に
よ
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
者
の
代
表
は
河
井
酔
茗
で
あ
り
、
彼
の
よ
き
詩
友
伊
良

子
す
“
し
ろ
の
や
で
あ
り
、
堺
支
会
の
リ
ー
ダ
ー
河
野
鉄
南
、
宅
雁
月
、
岡
本

澗
月
等
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
堺
支
会
で
韻
文
を
担
当
し
、
酔
茗
や
す
“
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

ろ
の
や
は
俳
句
に
も
熱
心
に
と
り
組
ん
だ
よ
う
だ
が
、
新
体
詩
ほ
ど
の
成
呆
は

あ
げ
得
ず
、
会
員
か
ら
の
不
満
も
出
て
、
や
が
て
懸
賞
俳
句
選
者
と
し
て
河
東

碧
梧
桐
の
起
用
に
な
っ
た
。
彼
が
選
者
と
な
っ
た
の
は
、
既
に
述
べ
た
理
由
の

他
に
、
関
西
の
日
本
派
１
１
主
と
し
て
大
阪
満
月
会
の
勢
力
下
に
入
る
こ
と
を
避

け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
僕
は
切
に
望
む
俳
句
欄
な
り
河
東
先
生

無
論
悪
し
き
に
非
ず
然
れ
ど
も
関
西
人
な
き
や
日
く
青
々
日
く
別
天
楼
あ
り

（
俳
狂
）
」
（
「
来
者
不
拒
」
第
十
四
号
）
の
声
も
出
て
、
再
び
別
天
楼
の
起
用
と

な
っ
た
。

　
酔
茗
は
俳
句
を
「
短
く
小
さ
な
詩
形
に
も
其
印
象
を
明
ら
か
に
し
其
時
間
の

働
き
を
捉
ふ
れ
ば
、
画
趣
情
趣
両
な
が
ら
無
限
の
感
興
を
起
さ
し
む
る
も
の
」

と
言
い
、
そ
の
功
用
は
「
俳
句
は
耳
に
入
り
易
く
、
口
に
吟
じ
易
い
平
民
文
学

で
あ
る
か
ら
、
庶
衆
に
近
時
の
新
思
想
を
注
入
す
る
手
段
と
し
て
、
価
値
が
高

い
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
。
席
衆
に
は
紅
葉
露
伴
を
与
え
て
も
、
そ
の
趣
味

を
咀
曙
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
和
歌
新
体
詩
の
類
い
も
耳
遠
い
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
当
時
の
青
年
文
学
者
の
一
致
し
た
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

観
は
「
理
想
無
く
識
見
無
く
又
宗
教
あ
る
事
な
き
」
（
第
一
号
、
時
文
）
土
地

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
阪
人
士
に
新
思
想
を
理
解
さ
せ
る
の
に
、
最

適
な
も
の
は
俳
句
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
俳
句
の
持
っ
庶
民
性
が
、
高
尚
な
和

歌
新
体
詩
よ
り
も
、
大
阪
人
に
親
し
み
を
覚
え
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。



　
こ
こ
で
も
酔
茗
は
俳
句
は
短
詩
で
は
あ
る
が
、
大
文
学
に
比
敵
す
る
感
興
を

盛
り
込
め
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
に
も
と
づ
く
故
に
、
『
よ
し
あ
し
草
』

で
、
ち
ぬ
男
、
無
縫
と
号
し
、
み
ず
か
ら
俳
句
の
選
を
し
、
新
派
の
北
斗
会
を

主
宰
し
、
多
く
の
作
品
を
自
信
を
も
っ
て
発
表
し
つ
づ
け
た
。
彼
に
と
っ
て
は

新
体
詩
も
和
歌
も
俳
句
も
同
じ
価
値
を
有
す
る
も
の
で
、
日
本
派
の
よ
う
に
、

俳
句
の
み
を
尊
重
し
、
自
派
を
特
別
視
す
る
行
き
方
で
は
な
か
っ
た
。

　
関
西
青
年
文
学
会
の
青
年
達
が
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
金
尾
文
淵
堂
の
『
ふ
た

葉
』
が
青
木
月
兎
ら
の
「
三
日
月
会
」
の
発
表
機
関
の
如
き
様
相
を
呈
し
、
地

方
の
俳
句
会
に
い
さ
さ
か
も
関
心
を
示
さ
ず
、
そ
の
後
身
の
『
小
天
地
』
が
、

鳴
雪
、
虚
子
、
露
月
、
続
石
、
四
明
、
露
石
、
月
兎
等
の
著
名
な
日
本
派
俳
人

の
句
の
み
を
載
せ
て
、
地
方
句
会
に
頁
を
さ
か
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
『
よ
し

あ
し
草
』
・
『
関
西
文
学
』
が
あ
る
か
な
き
か
の
縁
に
よ
っ
て
、
雑
駁
な
ま
で
に

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
句
会
の
俳
句
を
載
せ
た
の
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
酔

茗
の
文
学
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
関
西
青
年
文
壇
の
振
興
」
一
関
西

青
年
文
学
会
規
程
一
に
貢
献
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
酔
茗
東
上
後
も
、

彼
の
編
集
方
針
は
、
小
林
天
眠
、
中
山
臭
庵
、
西
村
酔
茗
に
引
き
つ
が
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

注¢

『
よ
し
あ
し
草
』
第
一
巻
第
一
号

『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

「
発
刊
の
辞
」
。

　
　
「
浪
華
青
年
文
学
会
に
つ
い
て
」
小
林
政
治
『
立
命
館
文
学
』
一
昭
和
十
三
年
一
．

　
二
・
三
月
号
一
抜
刷
。

　
　
「
秋
声
会
」
『
俳
句
辞
典
　
近
代
』
松
井
利
彦
編
一
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
五
日

　
　
桜
楓
杜
一
、

　
　
『
明
治
俳
壇
史
』
村
山
古
郷
一
昭
和
五
十
四
年
三
月
十
日
　
角
川
書
店
一
、

　
　
「
本
会
の
将
来
」
会
頭
中
尾
鶯
夢
『
よ
し
あ
し
草
』
第
一
巻
第
二
号
一
明
治
三
十

　
年
九
月
廿
五
日
）
。

　
　
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
一
巻
　
概
説
編
　
五
　
雑
誌
一
昭
和
四
十
一
年
三
月

　
三
十
一
日
大
阪
市
役
所
一
。

¢
　
「
日
本
派
」
『
現
代
俳
句
大
辞
典
』
安
住
　
敦
他
編
集
一
昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十

　
日
　
明
治
書
院
一
。

＠
　
『
近
代
文
芸
史
論
』
高
須
梅
渓
一
大
正
十
五
年
五
月
廿
五
日
　
日
本
評
論
杜
出
版

　
部
）
。

　
＠
　
「
俳
壇
回
顧
」
四
明
老
人
『
懸
葵
』
三
月
号
一
大
正
四
年
三
月
一
日
一
。

０
＠
　
「
大
阪
俳
壇
の
過
去
及
現
在
」
青
木
月
斗
『
懸
葵
』
二
月
号
一
大
正
四
年
三
月

　
一
日
一
。

＠
　
「
現
代
俳
壇
諸
家
略
年
譜
」
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
３
８
一
昭
和
三
年
　
改
造
社
一
。

＠
　
『
子
規
時
代
の
人
々
』
亀
田
小
姑
　
俳
誌
「
う
ぐ
い
す
」
社
一
昭
和
四
十
二
年
一

　
月
二
十
日
一
。
以
下
、
新
聞
『
日
本
』
へ
の
初
登
場
の
年
月
日
は
、
こ
の
著
書
に
よ

　
る
。

＠
　
「
俳
句
大
要
」
正
岡
子
規
、
明
治
二
十
八
年
中
の
『
日
本
』
に
発
表
、
岩
波
文
庫

　
に
よ
る
。

＠
　
『
現
代
俳
句
大
辞
典
』
に
よ
る
。

＠
”
雪
ち
ら
く
翫
ぱ
ら
く
凧
舞
ふ
一
”
は
し
た
め
の
僻
を
な
め
て
泪
か
な
一
と
い

　
っ
た
作
。

＠
　
『
よ
し
あ
し
草
』
第
十
一
号
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



『
よ
し
あ
し
草
』
の
俳
句
欄

＠
　
「
明
治
三
十
年
の
俳
句
会
」
。

ゆ
　
「
明
治
三
十
二
年
の
俳
句
会
」
『
子
規
全
集
』
第
五
巻
俳
論
俳
話
二
（
昭
和
五
十
一

　
年
五
月
十
八
日
　
講
談
杜
）
。

＠
　
前
掲
の
亀
田
小
姑
の
著
書
に
よ
る
。

ゆ
　
「
三
月
廿
二
日
与
謝
野
鉄
幹
氏
と
高
師
の
浜
に
会
し
て
大
に
詩
を
語
ら
ふ
、
初
め

　
て
敷
津
の
浦
に
氏
と
見
え
し
は
幾
年
の
昔
な
り
け
む
、
夢
な
つ
か
し
き
浪
の
音
に
感

　
興
湧
く
が
如
く
吟
情
抑
へ
難
し
、
席
を
同
ふ
せ
し
も
鉄
南
雁
月
泉
舟
秋
雨
の
諸
子
あ

　
り
、
氏
先
づ
歌
へ
ら
く
」
酔
茗
生
。
「
は
ま
ゆ
ふ
」
前
書
。

２
３
　
「
京
都
通
信
」
京
男
報
、
『
よ
し
あ
し
草
』
第
二
士
二
号
（
明
治
三
十
三
年
二
月

　
三
日
）
。

ゆ
　
『
よ
し
あ
し
草
』
第
十
八
号
、
「
来
者
不
拒
」
（
は
が
き
投
書
）
。

ゆ
　
『
俳
人
石
井
露
月
の
生
涯
』
福
田
清
人
（
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
　
講
談

　
社
）
。

ゆ
　
『
子
規
全
集
』
第
五
巻
の
「
参
考
資
料
」
に
よ
る
。

ゆ
　
「
先
づ
俳
句
よ
り
注
入
せ
よ
」
「
時
文
」
『
よ
し
あ
し
草
』
士
二
号
。

ゆ
　
「
大
阪
人
士
と
文
学
」
時
文
　
す
ね
男
『
よ
し
あ
し
草
』
第
一
号
。

　
　
　
な
お
、
「
関
西
文
壇
の
形
成
』
明
石
利
代
（
昭
和
五
十
年
九
月
二
十
日
　
前
田

　
書
店
出
版
部
）
を
、
種
々
な
点
に
お
い
て
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
の
意
を

　
表
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
・
九
・
二
八
）

八
○
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